
基本計画に位置図けられた事業の一部を紹介します

●国際海洋資源・エネルギー利活用推進事業（プロジェクト推進課）

事業内容

海洋温度差発電と海洋深層水の複合的利用を組合せた「久米島モデル」実現のため、大規模取
水管導入に向けた事業化に取組んでいます。エネルギー・水・食料を自給自足できる島「久米
島モデル」を熱帯・亜熱帯の島しょ地域に展開するとともに、魅力的な産業創出や産業観光（視
察見学、研究生受入等）を通して、次世代に持続可能な島しょコミュニティをつないでいきます。

成果目標 海洋温度差発電施設
（OTEC）視察者数 基準値H29年1,315人　⇒　R1年1,305人

事業効果 平成25年度以降、67か国から10,816人の視察を受け入れています。

改善点又は
今後の取組方針

海洋温度差発電と海洋深層水の複合的利用を組合せた「久米島モデル」実現のため、引き続き、
国、県への働きかけを行い、大規模取水間導入に向けた事業化に取り組んでいきます。

島の現状と施策の方向性

　第２次久米島町総合計画策定のために実施した住民アンケートの結果を見ると、島に住み続けたい理由、子
育てのしやすさ等いくつかの回答結果から、島に住む人々が最も価値を置いているのが「島の自然」であるこ
とが浮かびあがりました。豊かな自然は人々の暮らしに潤いを与えると同時に、肥沃な土壌、清らかな水、生
態系豊かな海は古来島人に安全な食糧と水を与える命の源となってきました。近年、赤土の流出による河川と
海の環境破壊やゴミの不法投棄などによる山の荒廃、土壌汚染が深刻化しています。先人たちから守り継がれ
てきた命の源である豊かな自然を、美しい状態で子どもたちに繋げるための真剣な取り組みが必要です。
　現在、久米島には海洋温度差発電プラント（OTEC）があります。また海洋深層水の複合利用から生まれた
ビジネスもそれぞれ成功への道を歩んでおり、今後も海洋深層水は農業、漁業、教育、医療、商業などあらゆ
る分野と結びついて島の未来を切り開く大きな可能性を秘めています。海洋深層水を使った食糧自給率の向上、
エネルギー自給率の向上、ビジネスの創出など次世代に繋ぐ島の未来づくりの軸のひとつは、この海洋深層水
であり、この資源を活用したビジネスを創出できる人材を呼び込むこと、また島内で育成することが必要です。
　もうひとつ人材育成の観点では、未来に備えて島に不足している専門家、特に医療福祉分野での専門家を育
成することも大切です。医療福祉分野では常に人材が不足している状況であり、島外から人を募集しても定着
しないという現状の中、島に必要な人材とその資格等を早いうちから子どもたちに伝え、専門家への道を志し
たい子どもたちに関しては地域ぐるみでその道を応援していくこと。それにより、島の未来における医療福祉
分野での安定したサービスを創り出していくという良い循環を生むことが可能です。
　未来づくりの計画そのものである、第２次久米島町総合計画は、当然のことながら実行されなければその存
在の意味がありません。基本構想でも示しているとおり、未来づくりの課題は教育、医療、福祉、産業などの
分野を超えて複雑に絡み合っており、その解決策となる施策もまた単純に分野別に区切れるものではありません。
島人全員が島が向かう未来像をしっかりと把握し、分野を超えて連携しつつ、それぞれの分野からできること
を実行していくことなしには、成功はあり得ません。そして行政はそれを支えるための効率的な行財政運営を
行い、住民にわかりやすい形で共有しつつ、官民一体となって計画を推し進めていくことが重要です。

シリーズ7. 「次世代」のために

第２次久米島町総合計画

～島人みんなで織り上げる未来～
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福祉課　健康づくり班　☎985-7124お問合せ

今年度は皆様に次のことをお願いし、集団健診を実施いたします。今年度は皆様に次のことをお願いし、集団健診を実施いたします。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下のいずれかに該当する方は、
原則として受診を控えていただきます。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下のいずれかに該当する方は、
原則として受診を控えていただきます。

2020年度2020年度
8 月 14 日 ( 金 ) 
8 月 15 日 ( 土 ) 
8 月 16 日 ( 日 ) 
8 月 17 日 ( 月 ) 
8 月 18 日 ( 火 ) 
8 月 19 日 ( 水 ) 
8 月 20 日 ( 木 ) 

儀間・真我里・上阿嘉・下阿嘉・北原
嘉手苅・宇江城・比屋定・具志川・仲村渠・高校生
謝名堂・真謝・大原・高校生
比嘉・イーフ・山城・上江洲・久間地・大田 
仲泊・東奥武・西奥武・島尻・銭田
鳥島・西銘・仲地・山里
兼城・宇根・真泊・泊

月 / 日 対　象　地　区

会　場：具志川農村改善センター
受　付：午前８：00～ 11：00（※基本健診と胃がん検診を受ける方）
 　午後２：00～  ３：00

◆ 高齢者の方、糖尿病やその他持病がある方は、かかりつけの医療機関で健診を受けてください。
◆ 胃がん検診以外のがん検診を希望される方は、午後の受診をお願いします。
◆ 健康状態が万全でない方、少しでも不安のある方は来場なさらないでください。
◆ 健診中はマスクを着用してください．マスクは各自でご用意ください。
◆ 入場時および退場時に、手指のアルコール消毒をお願いします。
◆ 受付時間を守り、密集・密接を防ぐことにご協力お願いします。

① 37.5℃以上の発熱がある方。
②１週間以内に 37.5℃以上の発熱があった方。
③ のどの痛み、咳などの風邪症状や嗅覚（におい）、味覚（あじ）の低下といった症状のある方。
④２週間以内に新型コロナウイルス感染症の患者やその疑いのある患者（同居人・職場内での発熱を含む）
　との接触歴のある方。
⑤２週間以内に、法務省・厚生労働省が定める諸外国や、日本国内でも新型コロナウイルス感染
　症の流行地域への渡航歴がある方及びそれらの方と家族や職場内等で接触歴のある方。

皆様のご協力をお願いします

かんたん
　楽しく脂肪を燃やすオリジナル運動プログラム。この機会に運動習慣を身につけませんか。
お子さんも保護者同伴で参加できます。

７月 15日に役場から発送した受診券の、健診月日の曜日と高校生の受診日に 
誤りがありました。正しくは上記のとおりです。申し訳ございませんでした。

【日　時】8月 16 日（日）16 時～ 17 時／ 8月 26 日（水）19 時～ 20 時
【場　所】元久米島中学校体育館（儀間 5番地）　【持ち物】室内シューズ、飲み物、マット（必要な方）
【参加費】無料（当日受付）　【お問合せ】SMAP  ☎851-3098

筋トレエアロかんたん 筋トレエアロ

住民健診住民健診

16 歳～ 39 歳の皆様へ
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